
やすらぎの郷いいの

会報 第 6 号 ２０１6 年 7 月 

安心して住み続けられるまちをつくりたい！ 

一昨年６月に開所した“やすらぎの郷居宅介護支援センター”も、

ヘルパーステーションを追うように、もう３年目。昨年９月から二人

体制になり、相談しながら仕事が出来るようにもなりました。

笑顔で訪問し元気も届けていければと意識していますが、勇気づけ

られたり教わることも多く、人生の先輩方に頭が上がりません。「生

きていくのは大変なことだよ・・・」、たくさんの思いを飲み込みな

がら穏やかに話してくださいます。“その方らしく生きていくサポー

ト”ケアマネジャーとしての役割を、ご家族様と一緒に悩み一緒に考

えながら歩んでいきたいと思っています。

その笑顔に会いに行くのが楽しみになってきている三年目でもあり

ます!!  

宇佐見 芳子 〈ケアマネジャー〉 

同僚の府野陽子さんとともに 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

やすらぎの郷いいの 

平成 28 年度総会が開かれました 5/28 
 
 

利用者増と、昨年９月から非常勤

ケアマネージャー１名増員等によ

り、次期繰越財産が４３７万円の

となりました。 

 長期借入金残額２５０万円は、

２８年度当初で返済を終了するこ

とができました。 

定款変更は、福島市・川俣町、

が、２８年３月から要支援認定と

なる方等の訪問介護サービスを

「介護予防・日常生活支援総合事

業」に移行したため、それに応じ

て当法人の実施事業に「介護予

防・日常生活支援総合事業」を追

加するものです。 

 

5 月 28 日ゑびすやフードセン

ター２階で、午後 6時 30 分から

開会。新村章さんを議長に選出

し、会員 36名中出席者２0名、

委任状提出９名の参加により、

報告承認 2件（27年度補正予

算）、議案５件（27年度事業報

告、27年度決算・監査報告、定

款の一部改正、28年度活動、28

年度予算）について、原案どお

り全会一致で承認されました。 

２７年４月の介護報酬の改定

（引き下げ）により、訪問介護

報酬が前年度比９０万程度の減

収が想定されましたが訪問介護 

 

 

同会場にて、第 2部 懇親会が和

やかに行われました。 

 

心 づ く し の 

メ ニ ュ ー で 

いっぱ～い！ 



27年度決算状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
27年度当期財産増 

3,202,150円 

法人運営事業 

 会報を3号発行し、事業所の紹介等によ

り組織拡大に努めてきました。 

○ 会員・賛助会員の数   

 27年度 26年度 増減 

会員 36 35 1 

賛助会員 49 54 △５ 

○ 会費の状況     （単位：千円） 

 27年度 26年度 増減 

会員 225 240 △15 

賛助会員 150 168 △18 

○ 広報委員会  12回開催 

○ 理事会 12回開催 

 
 

 

 

27年度活動の概要 

訪問介護 

 ヘルパー9 名で前年度を上回るサービス

提供に努めてきました。 

○ 利用者の状況    

 27年度 26年度 増減 

利用者数 27 22 5 

稼働日数 366 365 1 

利用回数 6,641 5,957 684 

○ 利用料の状況     (単位：千円) 

 27年度 26年度 増減 

介護報酬 15,559 14,724 835 

利用料 1,512 1,442 70 

計 17,071 16,165 905 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居宅介護支援事業 

 9 月より非常勤介護支援専門員を 1 名増員

し、地域のニーズに応じてきました。 

○ 利用者の状況 

 27年度 26年度 増減 

利用者数 43 28 15 

作成関数 471 242 229 

※利用者数は各3月31日の状況です。 

※26年度は6月から3月までの状況です。 

○ 収入の状況      (単位：千円) 

 27年度 26年度 増減 

介護報酬 5,416 2,698 2,718 

※26年度は6月から3月までの状況です。 

支援活動事業 

 １１名のボランティアにより、調理、除

草、清掃作業、通院介助等の支援を行って

きました。 

○ 利用状況 

作業内容 回数 作業内容 回数 

身体介護 ５ 傾聴 １３ 

通院介助 １ 除草等 49 

調理 ３３ 雪掻き 6 

清掃等 ６５ 計 172 

 

認定調査 

 59件の調査を行ってきました。 

○ 受託市町及び件数 

福島市 川俣町 二本松市 計 

38 20 1 59 

 

介護予防訪問介護 

 介護予防利用者が前年度の約半分にとどま

りました。 

○ 利用者の状況 

 27年度 26年度 増減 

利用者数 4 7 △3 

稼働日数 139 288 △149 

利用回数 245 491 △246 

○ 利用料の状況      (単位：千円) 

 27年度 26年度 増減 

介護報酬 634 1,352 △718 

利用料 86 152 △66 

計 720 1,604 △784 

 

訪問介護・介護予防訪問介護 

27年4月の介護報酬改正（引き下げ）によ

り、訪問介護サービスの延べ利用回数は伸びま

したが、収入は若干上回る程度となりました。 

○ 利用者の状況 

 27年度 26年度 増減 

利用者数 31 29 2 

稼働日数 505 653 △148 

利用回数 6,886 6,448 438 

○ 利用料の状況      (単位：千円) 

 27年度 26年度 増減 

介護報酬 16,193 16,076 117 

利用料 1,598 1,594 4 

計 17,791 17,670 121 

 

 

 



 
 
 
 
 
 

になってからだね」と言ってその 

場はやり過ごした。そして夜が明

けた。先に起きていた母は福島に

行く準備、もうこの家に帰ること 

はない、とばかりに不自由な足腰

なりにてきぱきと。車に乗り込ん

で 3時間、無事に福島に到着し

た。 

 ほどなく「特養はなしのぶ」へ

の通常入所となり介護スタッフの

皆さんともなじんで 5年ほど悠々

と暮らし 90才代に手が届きかけた

ころ、私も会津から福島に戻って

間もなく、割とあっさりとわたり

病院で他界した。「お骨なら交通

費はかからない、福島で火葬して

茨城のお墓に埋葬してくれ」と日

ごろから言っていたとおりにし

た。 

 あの日の夜「やっぱり福島には

いかない」と言ったことを話題に

することはないまま母とは永遠の

別れとなった。「せっかく準備し

たのに今さらそんなことは言って

はダメだよ」と説得しないでよか

ったなと思う。 

〈会員 松本 純 医師〉 

私の出身地は茨城県、父が他界

して一人暮らしで取り残された母

は、と思ったと時にはすでに両足

が不自由で車いすレベル要介護３

となっていた。私といえば当時は

会津医療生協への単身赴任中、3

人兄妹はそれぞれ他の県で独立し

ていた。そこで浮上したのは福島

市の「老健はなひらの」へ入所す

るという案、「わたり福祉会」に

は快く引き受けてもらい問題は一

人で最後までがんばると言ってい

た本人をどう説得するかであっ

た。話し合いの上「そうするほか

ねえべ」との返事で福島への準備

を整えた。 

いざ明日出発となって私が泊ま

り込んだ夜、トイレに起きて母の

部屋の前を通るとポツンと座って

いる。「やっぱり福島には行かな

い」という。理由はさしたるもの

ではない。「うんわかった。こと

わることはできるよ。でも明日朝 

 

みんなの広場 
 

茨城から福島に 

 

 

 
 

生活支援ボランティア・ 

ホームヘルパー募集！ 
 

  

 

 

調理・清掃・草刈・傾聴等々のボラン

ティアおよびホームヘルパーを募集し

ています。問い合わせは事務局まで 

 
 

 
 

 



 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

一口一言 

 ”石の上にも三年”といいま

すが、私たちＮＰＯ法人もこの 8

月で設立丸 3 年、多々感謝・益々

元気に！の想い新たです。 

 この会報も、皆様の「かけはし」

となるべく 6 号目です。 

 年々暑くなる夏、ともにイキイ

キのりきりましょう。 

      （Ｓ） 
 

(悩みその１)何度も同じことを聞い 

てきます 

今日は何日で何曜日という、認知

症の人が必要としている情報を伝え

ることは、安心することにつながり

ます。何度も同じことを繰り返して

答えるのは、ときには耐えがたくな

ることもあるでしょう。そんなとき

は、「そうそう、さっきテレビで○

○のことをいっていたよ」など、話

題をそらしてみましょう。ストレス

が溜まってしまう場合は、認知症の

人の側を離れて気持ちを落ち着かせ

ることが必要です。デイサービスな

どを利用するのも一つの方法です。 

(悩みその２)会話が成り立たなくな 

ってきました 

余裕をもって、ゆっくり話を聞く

ＮＰＯ やすらぎの郷いいの 

福島市飯野町字前川１６ 

       TEL 024-563-4804 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://yasuraginosatoiino.jp/ 

●<連載その 3>● 認知症のことをもっと知りましょう 

姿勢をみせることが大切です。あせ

らなくても大丈夫、ゆっくり聞いて

いますよ、というメッセージを表情

や身体全体で伝えるようにしましょ

う。「お茶？」と、湯呑を見せて聞

いてみるなど、ヒントになるような

物を使いながら、言葉かけをしてみ

ましょう。 

(悩みその３)入浴をいやがります 

入浴は服を脱ぎ、体を洗ったり、

タオルで体を拭いたり複雑な動作が

必要です。これは認知症の人にとっ

ては、とても混乱をきたす行為で

す。一連の行為そのものを組み立て

られなくなっているため、それを人

に知られたくないと思い、入浴をい

やがることがあります。強くすすめ

るといっそう強く嫌がります。日中

に、介助者がゆったりした気持ちで

行えば、本人も落ち着いて入浴でき

ます。部屋でお湯のバケツに足を浸

すなどから始めて、「お風呂はもっ

と気持ちいいですよ」と話してみま

しょう。 

        熊田 吉弘 記 

 
認知症の人の気持ちをくんで接しましょう。 


